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重
点
課
題
に
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｃ

利
益
生
む
サ
イ
ク
ル
生
き
残
り
へ
革
新
的
仕
掛
け
を

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
小
林
喜
光
社
長
が
７
月
５

日
付
で
石
油
化
学
工
業
協
会

石

化
協

の
会
長
に
就
任
し
た
。
小

林
会
長
は
石
化
協
の
重
点
課
題
と

し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

安
全

と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

技
術
革
新
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

広
報

の
三
つ
の
頭
文
字
を
取
っ
た

Ｓ

・
Ｉ
・
Ｃ

を
掲
げ
る
。
Ｓ
・
Ｉ

・
Ｃ
の
実
践
に
向
け
た
意
気
込
み

を
聞
い
た
。

◇
　
　
　
◇

　
―
化
学
工
場
で
相
次
ぐ
事
故
を

受
け
、
安
全
対
策
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。

　
「
設
備
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
が
進
行
し
た
こ

と
、
ま
た
世
代
交
代
に
よ
り
非
定

常
作
業
時
の
技
術
伝
承
が
十
分
で

な
く
な
っ
た
。
そ
の
間
隙
を
縫
っ

か
ん
げ
き

て
事
故
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
石
化
設
備
の
停
止
操
作
時
や
稼

働
再
開
時
と
い
っ
た
非
定
常
作
業

時
に
、
各
設
備
が
ど
う
い
う
動
き

を
す
る
の
か
学
習
し
直
す
こ
と
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
」

　
―
石
化
協
は
加
盟
各
社
の
ト
ッ

プ
を
集
め
た
保
安
懇
談
会
を
新
設

し
ま
す
。

　
「
会
社
経
営
に
と
っ
て
安
全
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

法
令
順

守

は
全
て
の
基
本
。
会
社
の
存

続
に
直
接
影
響
を
与
え
る
と
の
認

識
を
会
社
全
体
で
持
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
私
自
身
も
三
菱
化
学
社
長

時
代
の
２
０
０
７
年
末
に
鹿
島
事

業
所

茨
城
県
神
栖
市

で
火
災

事
故
を
経
験
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
事
故
防
止
策
を
施
し
て
い
て

も
、
何
本
も
連
な
る
針
の
穴
を
全

て
通
す
よ
う
な
こ
と
が
同
時
に
起

き
、
事
故
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
化
学
各
社
の
経
験
を
懇

談
会
で
共
有
し
、
会
社
全
体
で
保

安
に
対
す
る
緊
張
感
を
維
持
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
」

　
―
石
化
業
界
は
円
高
、
原
燃
料

価
格
高
な
ど
の
７
重
苦
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
石
化
産
業
が
生
き
残

る
に
は
革
新
的
な
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
円
高
、
他

国
と
比
べ
た
資
源
価
格
高
で
競
争

力
を
失
い
つ
つ
あ
る
中
、
各
企
業

が
競
争
力
を
持
つ
化
学
品
は
需
要

増
が
見
込
め
る
海
外
に
積
極
展
開

す
る
。
円
高
で
輸
出
が
縮
小
す
る

国
内
拠
点
は
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備

を
国
内
需
要
と
整
合
を
保
ち
つ

つ
、
日
本
企
業
が
強
い
触
媒
技
術

や
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
生
か
す
べ
き

だ
。
そ
の
一
例
が
重
油
か
ら
の
合

成
ゴ
ム
原
料
の
ブ
タ
ジ
エ
ン
生

成
、
植
物
由
来
の
化
学
品
開
発

だ
」

　
―
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
向
け
素
材
開
発
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
「
太
陽
電
池
や
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

向
け
素
材
は
中

国
、
韓
国
を
中
心
に
参
入
企
業
が

殺
到
し
て
競
争
過
多
と
な
り
、
最

終
的
に
製
造
コ
ス
ト
の
安
い
国
の

企
業
だ
け
が
生
き
残
る
よ
う
に
な

っ
た
。
日
本
企
業
が
生
き
残
る
に

は
、
知
恵
を
生
み
だ
し
て
利
益
を

出
す
サ
イ
ク
ル
を
加
速
さ
せ
る
し

か
な
い
。
地
球
環
境
、
持
続
可
能

な
社
会
に
貢
献
す
る
素
材
を
早
く

生
み
だ
し
、
特
殊
分
野
で
世
界
で

勝
負
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
生

き
残
れ
な
い
。
石
化
業
界
が
究
極

的
に
担
う
こ
と
に
な
る
の
が
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
有
効
利
用

だ
と
考
え
て
い
る
」

　
―
化
学
産
業
の
重
要
性
を
世
間

に
認
知
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
「

化
学
品
の
利
用
で
削
減
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
評
価
す

る

カ
ー
ボ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

分
析

ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ

を
広
め
た

い
。
例
え
ば
炭
素
繊
維
を
生
み
出

す
に
は
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す

る
が
、
航
空
機
や
自
動
車
の
軽
量

化
に
寄
与
し
て
燃
費
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
化
学
品
の
生
産
か

ら
使
用
、
廃
棄
に
至
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の

貢
献
度
合
い
を
評
価
で
き
れ
ば
、

化
学
品
生
産
で
Ｃ
Ｏ
２
を
大
量
に

生
み
出
す
製
造
現
場
だ
け
が
悪
者

に
な
っ
て
い
る
誤
解
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
」

　
化
学
産
業
が
生
み
出
す
製
品
は
技
術
の
進
歩
を
支
え
て
い
る
。
化
学
が
可
能
に
す

る
力
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
化
学
物
質
と
聞
く
と
化
学
が
実
現
す

る
貢
献
よ
り
も
、
人
体
・
環
境
に
与
え
る
影
響
を
先
に
考
え
、
身
構
え
る
人
は
少
な

く
な
い
。
そ
こ
で
、
関
係
団
体
は
化
学
物
質
の
影
響
評
価
や
化
学
物
質
管
理
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
化
学
物
質
研
究
で
成
果
を

環
境
対
応
情
報
共
有
で
効
率
化システム無償提供製品の化学物質情報伝達

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
製
品
含
有
化
学
物
質
情
報

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
の

素
材
・
化
学
物
質
メ
ー
カ
ー

の
川
上
か
ら
調
剤
の
川
中
、

そ
し
て
ア
ー
テ
ィ
ク
ル

成

形
品

の
川
下
産
業
へ
と
伝

達
さ
れ
る
。
実
際
は
川
下
の

大
手
メ
ー
カ
ー
が
物
質
情
報

提
供
を
依
頼
し
、
川
中
、
川

上
へ
と
情
報
依
頼
が
上
が

り
、
手
間
と
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
企
業
独
自
の
情

報
伝
達
様
式
を
採
用
し
て
い

る
と
依
頼
主
に
よ
っ
て
一
か

ら
作
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、

―
１
０
０
人
体
制
で

行
っ
て
い
た
企
業
も
あ
っ

た
。

　
産
業
環
境
管
理
協
会
が
事

務
局
と
な
る
ア
ー
テ
ィ
ク
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
協
議
会

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ

は
川
上
か
ら

川
下
へ
、
製
品
と
と
も
に
含

有
化
学
物
質
情
報
を
流
す
効

率
的
な
伝
達
の
た
め
、
共
通

化
ツ
ー
ル
「
化
学
物
質
情
報

伝
達
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｐ
―
Ｉ
Ｔ

」
を
提
供
し

て
い
る
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関

わ
る
全
て
の
企
業
が
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｐ
―
Ｉ
Ｔ
を
導
入
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
取
り
組
め

な
い
中
小
企
業
も
多
い
。
そ

こ
で
、
６
月
か
ら
中
小
企
業

へ
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
―
Ｉ
Ｔ
の
無

償
提
供
を
開
始
。
産
業
環
境

管
理
協
会
の
傘
木
和
俊
企
画

参
与
は
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
。

無
償
化
で
導
入
企
業
を
増
や

す
。
今
後
は
段
階
に
分
け
て

広
げ
て
い
く
」
と
い
う
。

　
日
化
協
は
化
学
品
の
安
全

性
に
関
す
る
情
報
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
通
じ
て
公
開
す
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
情
報
を
共
有
化

し
、
よ
り
情
報
伝
達
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
、
日
化
協

と
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｕ

Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
検
討

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
両
者

が
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、

参
加
企
業
が
増
加
し
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
つ
な
が
り

は
密
に
な
る
。
今
年
は
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、
来
年
に

は
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ
を

目
標
に
進
め
て
い
る
。

　
日
本
化
学
工
業
協
会

日

化
協

は
国
際
化
学
工
業
協

会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

の

自
主
的
活
動
の
一
つ
で
あ
る

「
Ｌ
Ｒ
Ｉ
」
に
米
国
化
学
協

議
会
、
欧
州
化
学
工
業
連
盟

の
協
力
の
も
と
取
り
組
ん
で

き
た
。
Ｌ
Ｒ
Ｉ
は
人
の
健
康

や
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
化

学
物
質
に
関
す
る
研
究
を
長

期
的
に
支
援
す
る
活
動
だ
。

１
社
単
位
で
研
究
を
行
う
の

で
は
な
く
、
業
界
で
団
結
し

て
行
い
、
成
果
を
共
有
す
る

こ
と
で
効
率
化
を
図
る
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｉ
は

生
態

環

境

毒
性

神
経
毒
性

発

が
ん

免
疫
毒
性

リ
ス
ク

評
価
の
精
緻
化
―
の
分
野

で
、
簡
便
な
安
全
性
試
験
方

法
の
開
発
や
国
際
的
な
テ
ス

ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
提
案

を
行
っ
て
き
た
。
年
間
約
１

億
３
０
０
０
万
円
、
こ
れ
ま

で
に

億
円
以
上
を
提
供
・

支
援
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化
な
ど
の
技
術
向

上
に
伴
い
、
求
め
ら
れ
る
テ

ー
マ
も
様
変
わ
り
し
て
い

る
。
事
業
開
始
か
ら

年
が

経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、
「
新
Ｌ
Ｒ

Ｉ
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
た
。

　
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
は
取
り
組
む
べ

き
研
究
分
野
に

新
規
リ
ス

ク
評
価
手
法
の
開
発
、
評
価

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
を
含

む
、
新
規
化
学
物
質
の
安
全

性
研
究

小
児
、
高
齢
者
、

遺
伝
子
疾
患
な
ど
に
お
け
る

化
学
物
質
の
影
響
に
関
す
る

研
究

生
態

環
境

へ
の

影
響
評
価

そ
の
他
、
緊
急

対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
課
題

―
を
挙
げ
た
。
大
学
や
研
究

所
か
ら
研
究
課
題
を
募
集

し
、
採
択
さ
れ
た
研
究
に
は

年
間
上
限
１
０
０
０
万
円
の

研
究
費
を
提
供
・
支
援
す

る
。

　
日
化
協
の
庄
野
文
章
常
務

理
事
は
「
こ
れ
ま
で
は
基
礎

研
究
に
重
点
を
置
い
て
い
た

が
、
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
で
は
現
実
に

向
き
合
っ
て
い
る
問
題
に
企

業
が
取
り
組
み
、
社
会
に
役

立
つ
成
果
を
出
し
て
い
く
」

と
い
う
。
こ
の
結
果
を
今
後

に
生
か
し
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
化
学
が
よ
り
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
と
な
る
。


